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リニア中央新幹線及び関連事業の現状と当面のスケジュール 

区 分 

【 】内は事業主体 

2017年度（平成29年度） 2018年度（平成30年度） 資 料 
ページ 10～12月 １～３月 4～6月 7～9月 10～12月 １～３月 

リニア中央
新 幹 線 

天竜川～駅部 
（明かり区間） 

上郷地域 

6ページ 

座光寺地域 

風越山トンネル 

非常口(黒田) 

7ページ 
非常口(土曽川) 

中央アルプス 
トンネル 

坑口（松川） 

トンネル発生土
処分地 

龍江 

8ページ 

下久堅 

駅周辺整備 
 

基本設計 

10ページ 

用地取得 

関 連 道 路 

座光寺ＳＩＣ 

11ページ 

座光寺上郷道路 

土地価格算定・建物等補償額算定・用地協議・契約 

現地測量・地質調査 

平面計画案作成 
設計受託 
業者と契約 

11/24 

提示 基本設計 

用地協議・契約 用地測量・物件調査 
用地補償・ 

物件調査説明会 
11/29･30 

設計協議 

説明会 
上段：10/3･6 
下段：10/23 

工事説明会 
鼎  12/6 
羽場 12/8 

 （鼎）  準備工事 

 （羽場）  準備工事 

詳細設計 

用地補償・ 
物件調査説明会 

11/29･30 

用地測量・物件調査 【飯田市】 

※ 地質調査中 

【ＪＲ東海】 

詳細設計・用地測量・物件調査 【長野県】 

工事着手 用地測量・物件調査・用地協議・契約 詳細設計 【飯田市】 

地権者説明 



関 連 道 路 

国道153号北改良 

11ページ 

県道市場桜町線 

代替地整備 

上郷北条・丹保 6ページ 

座光寺共和・宮の前・唐沢 

上郷北条・飯沼南、北条駅西 

代替地斡旋 斡旋方法 

用地関係者
組 合 

上郷地域 12ページ 

座光寺地域 13ページ 
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※ 現段階でのスケジュールであり、今後変更する場合があります。 

【長野県】 

【長野県】 

【飯田市】 

詳細設計 用地測量・物件調査 

用地測量・物件調査 

用地関係者 
組合設立 

用地 
単価 
締結 

協議 

市場桜町線は半年後 

用地関係者組合準備会 

測量・設計 

代替地登録物件受付・基盤整備検討 

斡旋方法検討 情報提供 

地権者説明会 
10/26 

測量・設計 

用地協議・契約 



リニア中央新幹線 長野県内事業の概要 

平成29年12月現在 
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リニア中央新幹線 飯田市周辺の路線及び長野県駅（仮称）の概要 

都県駅 
愛知県 
(地下) 

岐阜県 
(地上) 

長野県 
(地上) 

山梨県 
(地上) 

神奈川県 
(地下) 

東京都 
(地下) 

駅位置 
名古屋市 
中村区名駅 

(JR名古屋駅地下) 

中津川市 
千旦林字坂本 

飯田市上郷 
飯沼 

甲府市 
大津町字入田 

相模原市 
緑区橋本 

(JR橋本駅付近) 

港区港南 
(JR品川駅地下) 

起点から
の距離 

約286km 約220km 約180km 約110km 約38km 0km 
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非常口（黒田） 

非常口(土曽川) 

坑口(松川) 

非常口(萩の平) 

保守基地 

中央アルプストンネル 

23,288ｍ 

風越山トンネル 

5,638ｍ 

トンネル発生土 

85万㎥ 

トンネル発生土 

50万㎥ 

トンネル発生土 45万㎥ 

松川橋梁 

掘削方向 
掘削方向 

 飯田市の通過延長約15kmのうち約80％がトンネルで、天竜川から駅部付近及び松川を
渡河する橋梁が地上となります。 

 上郷飯沼に長野県駅（仮称）、座光寺地区に保守基地が建設されます。 

延長：約１km 最大幅：約40m 面積：約3.5haを想定 

 リニア長野県駅の乗降客数   6,800人／日 

区間 現状 ※ リニア開業後 短縮 

飯田～品川 約４時間45分 45分 約４時間 

飯田～名古屋 2時間５分 27分 １時間38分 

 都市間の所要時間の短縮 

長野県駅（仮称）の概要 

 リニア中央新幹線各駅間の距離 

※ 品川へは高速バスとＪＲ線、名古屋へは高速バスの利用時間 

喬木村 



上 郷 地 域 

リニア中央新幹線 天竜川～駅部（明かり区間）の概要  

年度 2017年度 2018年度 
2019年度以降 

月 10～12月 １～３月 ４～6月 ７～9月 10～12月 １～３月 

事 業 用 地 の 

取 得 協 議 

代 替 地 整 備 

（北条・丹保） 
 

代 替 地 
登 録 制 度 

代替地登録受付 

※１ 「JR」はJR本線、「市」は駅周辺整備、「153」は国道153号北改良、「桜」は県道市場桜町線改良を表します。 

※２ スケジュールは現段階のものであり、今後変更となる場合があります。 

測量・設計 道
路
整
備 

造
成
工
事 

代
替
地
公
表 

用
地
関
係
者

組

合

設

立 

用
地
単
価

締

結 

協議 用地協議・契約 

10/26 

地権者
説明会 

座 光寺 地 域 

用 地 説 明 

用 地 測 量 

物 件 調 査 

事業説明会 
工 事 
説 明 会 

工事開始 
中心線測量 

設 計 協 議 
幅杭建植 

土地価格算定
単 価 協 定 

用地取得 
建 物 等 
補 償 額 算 定 

2017.5月～ 

用地測量・物件調査
説明会 

2017.11.29～30 
２回開催 

2014.11.22～23 
2014.12.10 
３回開催 

測量説明会2015.2.27 

中心線測量2015.4～9月 

直近の説明会
2017.10.27 

2014.11.26～28 
2015.1.29 
４回開催 

中心線測量2015.4～9月 

直近の説明会 
上段地区：2017.10.3･6 
下段地区：2017.10.23 
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【上郷地域におけるＪＲ・県・市の主な事業スケジュール】 

【桜】は設立・締結ともに半年後 

用
地
関
係
者

組

合

設

立 

用
地
単
価

締

結 

協議 

【 
･
 
･

市
】 

JR 

153 

JR 

市 

153･桜 

JR 
153 

桜 

市 
用地測量 
物件調査 

用地協議・契約 JR 

市･153･桜 

工
事
説
明
会 

（
準
備
）
工
事
着
手 

物
件
調
査
説
明
会 

用
地
測
量
・ 

11/29 
   30 



リニア中央新幹線 トンネル部の概要 

用 地 説 明 

用 地 測 量 

物 件 調 査 

事 業 説 明 会 工事説明会 工事開始 
中心線測量 

設 計 協 議 
幅杭建植 

土地価格算定 

建 物 等 
補償額算定 

用地取得 

風 越 山 
ト ン ネ ル 

5,638m 

非 常 口 
(黒田) 

非 常 口 
(土曽川) 

中央アルプス
ト ン ネ ル 

23,288m 

坑 口 
(松川右岸 ) 

坑 口 
(松川左岸 ) 

上郷 
 2014.11.22～23 
   2014.12.10 

飯田５地区 
   2014.12.15 

伊賀良2014.12.16 

鼎  2014.12.17 

丸山 2014.12.18 

羽場 2014.12.22 

2015.12 中心線測量 
2015.7 

中心線測量 
2015.7 

中心線測量 
2017.6 

2017.6 

用地説明2017.7 

用地測量2017.9 

物件調査2017.9 

用地説明2015.12 

用地測量2016.2 

物件調査2016.1 

2016.2 2017.10 鼎 2017.12.6 

羽場2017.12.8 

準備工事 
鼎 2017年度第４四半期 
羽場2018年度第１四半期 

掘削 2019年度末 

※ 用地取得に向けて準備中。2019年度末に斜坑の掘削開始予定 

※ 掘削工法を検討するため、駅西部から松川坑口までの地質調査を実施中 

県道飯田南木曽線 

（一部：道路拡幅工事） 

市道大休妙琴線 

（一部：道路拡幅工事） 

施工ヤード 

さるくらﾓｰﾀｰｽﾎﾟｰﾂﾗﾝﾄﾞ 

妙琴公園 中央道 

掘削方向 N 

松川ダム 

羽場大瀬木線 

 凡 例 

        工事契約範囲 

        計画路線（トンネル区間） 
        計画路線（地上区間） 

羽場大瀬木線 

（工事中） 

【中央アルプストンネル工事全体計画図】 
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県道飯田南木曽線 

さるくらﾓｰﾀｰ 

ｽﾎﾟｰﾂﾗﾝﾄﾞ 

工事用道路

（私道） 
※準備工事 
  期間中 

切土工・法面工 

（坑口部） 

 
 

 
 

 
 

 

：
施
工
ヤ
ー
ド 

 
 

 
 

 
 

 

：
工
事
用
道
路 

 
 

 
 

 
 

 

：
工
事
用
仮
桟
橋 

松川左岸側からの施工 

妙琴公園 

松川右岸側からの施工 

施工ヤード 【中央アルプストンネル工事平面図】 

中央アルプストンネル(松川）外 工事説明会資料 中央アルプストンネル(松川）外 工事説明会資料 



リニア中央新幹線 トンネル発生土関連の概要 

【トンネル発生土置き場の状況】 

千代ＩＣ 

龍江ＩＣ 

天龍峡ＩＣ 

飯田東ＩＣ 

飯田ＩＣ 

飯田山本ＩＣ 

発生土置き場 

（飯田市龍江地区） 

発生土置き場 

（下條村睦沢地区） 

工事箇所 

羽場大瀬木線・国道１５３号を通行 

国道１５１号を通行 

広域農道を通行 

発生土置き場 

（飯田市下久堅小林地区） 

往 路 

復 路 

【凡 例】 

往復路（一般道通行） 

往復路（高速道通行） 

候 補 地 名 地元･地権者説明状況（主なもの） 現 状 

龍 江 

(約40万㎥) 

環境調査説明 2015.3.19、30 
工業団地企業説明  2015.7.31 
地権者説明  2016.6.6 

地権者説明中 

下 久 堅 

(約20万㎥) 

環境調査説明 2015.2.17 
地権者説明  2016.3.29 
住民説明   2016.9.23 

測量・地質調査は終了 

詳細設計を実施中 

【トンネル発生土の運搬計画 2019年度末以降】 

中央アルプストンネル(松川）外 工事説明会資料 8 

【発生土置き場計画の進め方】 

← 龍江 

← 下久堅 

① 環境調査 

② 概略設計 

④ 現地測量・地質調査 

⑤ 詳細設計 

⑦ 用地測量・補償調査 

⑧ 用地協議 

⑨ 工事説明会 

⑩ 工事開始 

③ 住民説明 

⑥ 住民説明 



リニア中央新幹線 水資源に係る事後調査計画（野底川以西）の概要 
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（平成27年６月～） 

（～平成29年10月） 

（平成29年10月） 

２ 事後調査・モニタリングの流れ 

 環境影響評価（文献調査、現地調査） 
 河川流量調査 

水 の 利 用 状 況 等 の 聞 き 取 り 

代 表 的 な 調 査 地 点 の 選 定 

調査地点等の公表（事後調査計画書） 

調査開始 トンネル工事開始１年前 

事後調査・モニタリングを継続実施 

事 後 調 査 結 果 公 表 ・ 報 告 

工 

事 

着 

手 

前 

工
事
中 

完
了
後 

長野県助言（←飯田市・住民他） 

年度ごとに取りまとめ、
県及び関係自治体へ報告 

４ 調査項目 

井戸・湧水 地表水 
自然由来重金属等 
及び酸性化可能性 

• 水位、水量 

• 水温 

• pH 

• 電気伝導率 

• 透視度 

• 流量 

• 水温 

• pH 

• 電気伝導率 

• 自然由来の重金属等 

• pH 

 トンネル工事が水資源に与える影響の予測には不確実性があることから実施する環境影響

評価書に基づく事後調査に加え、モニタリングをＪＲ東海が実施 

１ 内 容 

※ モニタリング 

   工事中及び供用後の環境管理を適切に行うことを目的にＪＲ東海が自主的に実施する調査 

井戸・湧水 地表水 
自然由来重金属等 
及び酸性化可能性 

工 事 前 トンネル工事前の1年間、月１回 １回 

工 事 中 月１回 毎年１回 

工事完了後 ３年間、４季※ ― 

５ 調査頻度 

※ モニタリングは工事完了後、一定期間。状況に応じて調査期間・頻度は別途検討 

３ 調査地点数 

井戸・湧水 地表水 
自然由来重金属等 
及び酸性化可能性 

事 後 調 査 ６地点 9地点 ― 

モニタリング 14地点 17地点 １地点 

計 20地点 26地点 １地点 



リニア駅周辺整備の概要 

2015年６月 リニア駅周辺整備基本構想 策定 

2017年６月 リニア駅周辺整備基本計画 策定 

2017年７月20日 第１回リニア駅周辺整備デザイン会議 開催 

2017年11月24日 基本設計の委託業者である中央コンサルタンツ㈱と契約 

2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 

(2) イメージ図 

P&R駐車場 

P&R 

駐車場 

P&R 

駐車場 

交通広場 
調整池 

調整池 

南北道路 
高架下
利用 

P&R 

駐車場 コミュニティ

広場 

魅力発信施設 

交流広場 
交通 

広場 

北方面からリニア駅を望む 

南東方面からリニア駅を望む 

リニア駅北側 約3.8ha 

・交通広場 

・パーク＆ライド駐車場 

・道路 

・調整池 

リニア駅南側 約2.7ha 

・交通広場 

・パーク＆ライド駐車場 

・道路 

・魅力発信施設・交流広場 

・コミュニティ広場 

・調整池 

基 本 設 計 
駅周辺整備デザイン会議、学識者専門委員会や市民との議論を踏まえ、

2017年度末に平面計画案を提示予定。2018年度末までに完了予定 

南側街区道路 詳細設計中。設計終了後、地元と協議 

北 条 交 差 点 地元と協議中 

用 地 取 得 
用地測量・物件補償説明会開催（2017.11.29～30） 

 2017～2018年度の２年間で用地測量・物件調査することを説明 

J R 飯 田 線 
乗 換 新 駅 

伊那谷自治体会議（2017.11.13） 

請願駅として検討・協議していくこと、駅設置候補地を土曽川及び

座光寺上郷道路周辺とし、県道市場桜町線と座光寺上郷道路の歩道

を利用することを報告し、了承を得る  

(1) 整備コンセプト 

① 機能的でコンパクトな駅空間 ② 信州・伊那谷らしさを感じられる駅空間 

③ 自然との調和を目指した駅空間 ④ 地域と一体化した駅空間 

２ リニア駅周辺整備基本計画 

１ 経 緯 ３ 検討状況 

リ ニ ア 駅 
周 辺 整 備 
デザイン会議 

（仮称） 
リニア駅周辺整備デザイン協議会 

リ
ニ
ア
開
業 

基 本 設 計 実 施 設 計 基 盤 工 事 

建 物 設 計 建 物 工 事 
都市
計画
決定 

４ 今後のスケジュール 
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リニア関連道路事業の概要 

座光寺SIC 
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新規事業化 

座光寺上郷道路 
国 道 1 5 3 号 
県道市場桜町線 

計画検討 

ルート案提示 
（地元説明） 

予備設計 
（地元説明） 

高速道路への連結 
許可申請・許可 
新規事業化 

路 線 測 量 
詳 細 設 計 
（地元説明） 

用 地 測 量 
物 件 調 査 

用 地 買 収 
家屋移転補償 

工事説明会 
工 事 着 手 

完成・開通 
(2020年度末予定) 

(2016.6.6) 

複数のルート帯検討 

ルート案提示 
（地元説明） 

予備設計 
（地元説明） 

路 線 測 量 
詳 細 設 計 
（地元説明） 

用 地 測 量 
物 件 調 査 

用 地 買 収 
家屋移転補償 

工事説明会 
工 事 着 手 

完成・開通 

座光寺上郷道路の一部 

国道153号 

県道市場桜町線 

座光寺上郷道路の一部 



用地関係者組合（上郷地域）の概要 

① 駅西 ② 駅部 ③ 国道153号北 ④ 代替地 ⑤ 国道153号南 

⑥ 座光寺上郷道路 

組 織 上郷地域まちづくり委員会 

開催状況 
第1回 2017.8.8 
第2回 2017.11.1 
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 下図のとおり（６組合） 

 地区内の事業用地の土地所有者あるいは借地人で
ある個人及び事業者 

 組合設立：2018年度当初 

 単価締結：2018年秋 

 ※県道市場桜町線関係は、設立が2018年秋、締結 
  が2019年度当初の予定 

１ 用地関係者組合準備会 ２ 設立単位・組合員の範囲 ３ 今後の予定 



用地関係者組合（座光寺地域）の概要 

① リニア 

② 国道153号 

③ 座光寺上郷道路下段 

④ 座光寺上郷道路上段 

⑤ スマートIC ⑥ 代替地  

組 織 リニア地域づくり推進会議幹事会 

開催状況 第1回 2017.10.24 
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 下図のとおり（６組合） 

 地区内の事業用地の土地所有者あるいは借地人で
ある個人及び事業者 

 組合設立：2018年度当初 

 単価締結：2018年秋 

１ 用地関係者組合準備会 ２ 設立単位・組合員の範囲 ３ 今後の予定 


